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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアル内容 

本マニュアルは、ユーザーが Gowin RFFE IP を使いこなせるよう、その

概要、機能、ポート、タイミング、呼び出しと構成、およびリファレンスデ

ザインなどについて説明します。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターの公式Webサイト www.gowinsemi.com/ja か

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100) 

 GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117) 

 GW2Aシリーズ FPGA製品データシート(DS102) 

 GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

1.3 用語、略語 

表 1-1用語、略語表 1-1に、本マニュアルで使用される用語、略語、及び

その意味を示します。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

IP Intellectual Property 設計資産 

RAM Random Access Memory ランダム・アクセス・メモリ 

LUT Look-up Table ルックアップテーブル 

RFFE Radio Frequency Front End 無線周波数フロントエンド 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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用語、略語 正式名称 意味 

EMI Electromagnetic Interference 電磁妨害 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供しています。

使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせくださ

い。 

Webサイト：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2RFFEの概要 

2.1 RFFE 物理層 

Radio Frequency Front End（RFFE）バスは、MIPIアライアンスによっ

て、ベースバンドと無線周波数チップ間のインターフェースのために定義さ

れています。その目的は、バスを共有して RFFEチップの内部レジスタの

データにアクセスし、PCB配線と EMIを削減することです。RFFE V1.0の

主な特徴は次のとおりです。 

 ポイント・ツー・マルチポイント接続をサポート 

 各バスは、15台のスレーブデバイスのマウントをサポート 

RFFEバスの物理層インターフェースを図 2-1に示します。 

図 2-1 RFFEバスのインターフェース 

 

 VIO：電源電圧、アクティブ High。マスターまたは外部電圧によって提

供できます。 

 SCLK：マスターデバイスによって提供されるクロック。 

 SDATA：シリアルデータ、双方向信号。 
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図 2-2に、RFFEシングルバスのポイント・ツー・マルチポイント・トポ

ロジーを示します。 

図 2-2ポイント・ツー・マルチポイント・トポロジー 

master slave

slave

slave

……

sclk

sdata

vio: provided by master or 
extern voltage source

 

2.2 RFFE プロトコル層 

2.2.1 Command Sequence 

マスターデバイスはcommand sequenceを送信してバス上の異なる IDを

持つスレーブデバイスに対して読み出しおよび書き込みを実行します。

command sequence には、主に Sequence Start Condition（シーケンス開始

条件、SSC）、command frame（コマンドフレーム）、data or address frame

（データ/アドレスフレーム）、Bus Park Cycle(バス・パーク・サイクル)な

どが含まれます。 

SSCはマスターデバイスによって送信され、コマンドの開始を示します。

SDATAはマスターデバイスによって Highに駆動され（1 SCLKサイクル）、

次に SDATAは Lowに駆動されます（1 SCLKサイクル）。SSCの後には、

コマンドフレームが続く必要があります。 
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図 2-3 Sequence Start Condition 

 

コマンドフレームには、4ビットのスレーブデバイス ID、8ビットのコマ

ンド内容、および 1ビットのパリティビットが含まれています（チェック

内容はデータの最初の 12ビットです）。コマンドフレームを図 2-4に示し

ます。 

図 2-4コマンドフレーム 

 

 

データ/アドレスフレームには、8ビットのデータまたは 8ビットのアド

レスと 1ビットのパリティビットが含まれます。データ/アドレスフレーム

を図 2-5に示します。 

図 2-5データ/アドレスフレーム 

 

図 2-6に示すように、Bus Park Cycle では、SCLKクロックの前半サイク

ルでSDATAが Lowにプルダウンされ、SCLKの立ち下がりエッジで SDATA
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バスが解放されます。その中で、コマンドフレームが送信されると、1つの

Bus Park Cycle が続きます。または、SDATAの制御が他のデバイスに渡さ

れる場合も、Bus Park Cycleが送信されます。 

図 2-6 Bus Park Cycle 

sclk

sdata
High 

impedanceLow
 

 

RFFEV 1.0でサポートされている command sequenceは図 2-7のとおり

です。 

図 2-7 Command Sequence 

 

 

 Register 0 Wirte：スレーブデバイスのレジスタアドレス 0にデータを書

き込みます 

 Register Write：スレーブデバイスのレジスタアドレス 0〜31にデータ

を書き込みます。毎回 1バイトしか書き込むことができません。 

 Register Read：スレーブデバイスのレジスタアドレス 0〜31からデー

タを読み出します。毎回 1バイトしか読み出すことができません。 

 Extended Register Write：スレーブデバイスのレジスタアドレス 0〜255

にデータを書き込みます。毎回最大 16バイトを書き込むことができま

す。 

 Extended Register Read：スレーブデバイスのレジスタアドレス 0〜255
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からデータを読み出します。毎回最大 16バイトを読み出すことができ

ます。 

 Extended Register Write Long：スレーブデバイスのレジスタアドレス 0

〜65535 にデータを書き込みます。毎回最大 8バイトを書き込むことが

できます。 

 Extended Register Read Long：スレーブデバイスのレジスタアドレス 0

〜65535 からデータを読み出します。毎回最大 8バイトを読み出すこと

ができます。 

その中で、Extendedに関連する読み出しと書き込みでは、command 

sequence によって送信されるアドレスフレームがベースアドレスであり、

スレーブデバイス内部ではベースアドレスに基づいてインクリメントしま

す。 

2.2.2 Register 0 Write 

図 2-8に Register 0 Writeのタイミング図を示します。SSCの後、コマン

ドフレーム（4ビットのスレーブ ID番号+8ビットの書き込みデータ+1ビ

ットの奇数パリティビット）を送信し、最後に Bus Parkを送信して SDATA

バスの状態を Bus IDLEに切り替えます。 

図 2-8 Register 0 Write Command Sequence 

 

2.2.3 Register Write 

Register Write のタイミング図を図 2-9に示します。SSC後、コマンドフ

レーム（4ビットのスレーブデバイス ID +3ビットの 2進数 010+書き込み

レジスタアドレス+1ビットの奇数パリティビット）を送信してから、デー

タフレーム（8ビットの書き込むデータ+ 1ビット奇数パリティビット）を

送信し、最後に Bus Parkを送信して SDATAバスの状態を Bus IDLEに切り

替えます。 
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図 2-9 Register Write Command Sequence 

 

2.2.4 Register Read 

Register Read のタイミング図を図 2-10に示します。SSC後、コマンド

フレーム（4ビットのスレーブデバイス ID+3ビットの 2進数 011+読み出し

レジスタアドレス+1ビットの奇数パリティビット）を送信してから、Bus 

Park（SDATAバスの制御を対応する IDのスレーブデバイスに切り替えるた

めに使用）を送信します。次に、スレーブデバイスはデータフレーム（8ビ

ットのデータ+ 1ビットの奇数パリティビット）をマスターデバイスに送信

し、最後にスレーブデバイスは Bus Parkを送信して SDATAバスの状態を

Bus IDLE に切り替えます。 

図 2-10 Register Read Command Sequence 
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2.2.5 Extended Register Write 

Extended Register Writeのタイミング図を図 2-11に示します。SSCの後、

コマンドフレーム（4ビットのスレーブ ID+4ビットの 2進数 0000+ BC [3：

0] +1ビットの奇数パリティビット。BC[3：0] = 0 は、転送する必要のある

バイトの数が 1であることを意味し、BC [3：0] = 15は、送信する必要のあ

るバイトの数が 16であることを意味します）を送信します。次にアドレス

フレーム（アドレスフレームの内容は、最初のバイトデータに対応するレジ

スタアドレスです。スレーブデバイスの内部アドレスカウンタはこのアドレ

スに基づいてインクリメントします。スレーブデバイスの内部アドレスカウ

ンタが 0xFFに達すると、アドレス 0から開始せず、後続のすべてのバイト

データは、0xFF上の内容を順次上書きします。）を送信します。次に BC [3：

0]に従って送信するデータフレーム数を決定し、最後に Bus Parkを送信し

て SDATAバスの制御を切り替えます。 
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図 2-11 Extended Register Write Command Sequence 

 

2.2.6 Extended Register Read 

Extended Register Readのタイミング図を図2-12に示します。SSCの後、

コマンドフレーム（4ビットのスレーブ ID+4ビットの 2進数 0010+ BC [3：

0] +1ビットの奇数パリティビット。BC[3：0] = 0 は、読み出す必要のある

バイトの数が 1であることを意味し、BC [3：0] = 15は、読み出す必要のあ

るバイトの数が 16であることを意味します）を送信します。次にアドレス

フレーム（アドレスフレームの内容は、最初の読み出しバイトデータに対応

するレジスタアドレスです。スレーブデバイスの内部アドレスカウンタはこ

のアドレスに基づいてインクリメントします。スレーブデバイスの内部アド

レスカウンタが 0xFF に達すると、アドレス 0から開始せず、後続のすべて

の読み出しバイトデータは、0xFF上の内容を上書きします）を送信します。
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次に BC [3：0]に従ってマスターデバイスに送信するデータフレーム数を決

定し、最後にスレーブデバイスが Bus Parkを送信して SDATAバスの制御

を切り替えます。 

図 2-12 Extended Register Read Command Sequence 

 

2.2.7 Extended Register Write Long 

Extended Register Write Longのタイミング図を図 2-13に示します。SSC

の後、コマンドフレーム（4ビットのスレーブ ID+5ビットの 2進数 00110+ 

BC [2：0] +1 ビットの奇数パリティビット。BC[2：0] = 0 は、転送する必要

のあるバイトの数が 1であることを意味し、BC [2：0] = 7 は、送信する必

要のあるバイトの数が 8であることを意味します）を送信します。次に上

位アドレスフレーム＋下位アドレスフレーム（この 2つのアドレスフレー

ムの内容は、最初のバイトデータに対応するレジスタアドレスです。スレー

ブデバイスの内部アドレスカウンタはこのアドレスに基づいてインクリメ
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ントします。スレーブデバイスの内部アドレスカウンタが 0xFFFFに達する

と、アドレス 0から開始せず、後続のすべてのバイトデータは、0xFFFF上

の内容を順次上書きします）を送信します。次に BC [2：0]に従って送信す

るデータフレーム数を決定し、最後に Bus Parkを送信して SDATAバスの

制御を切り替えます。 

図 2-13 Extended Register Write Long Command Sequence 

 

2.2.8 Extended Register Read Long 

Extended Register Read Longのタイミング図を図 2-14に示します。SSC
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の後、コマンドフレーム（4ビットのスレーブ ID+5ビットの 2進数 00111+ 

BC [2：0] +1 ビットの奇数パリティビット。BC[2：0] = 0 は、読み出す必要

のあるバイトの数が 1であることを意味し、BC [2：0] = 8 は、読み出す必

要のあるバイトの数が 8であることを意味します）を送信します。次に上

位アドレスフレーム＋下位アドレスフレーム（この 2つのアドレスフレー

ムの内容は、最初のバイトデータに対応するレジスタアドレスです。スレー

ブデバイスの内部アドレスカウンタはこのアドレスに基づいてインクリメ

ントします。スレーブデバイスの内部アドレスカウンタが 0xFFFFに達する

と、アドレス 0から開始せず、後続のすべての読み出しバイトデータは、

0xFFFF上の内容を上書きします）を送信します。次に BC [2：0]に従って

マスターデバイスに送信するデータフレーム数を決定し、最後にスレーブデ

バイスが Bus Parkを送信して SDATAバスの制御を切り替えます。 



2 RFFEの概要 2.2 RFFEプロトコル層 

 

IPUG785-1.0J 14(25) 

 

図 2-14 Extended Register Read Long command sequence 
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3RFFE Master  

RFFE Master IP は、RFFE V1.0 のすべての command sequence をサポ

ートし、ポイント・ツー・マルチポイント・トポロジーをサポートします。

15のスレーブデバイスをマウントできるとともに、特定のユーザーロジッ

クと IPを使用してバス上のスレーブデバイス IDを変更できます。 

RFFE Master IP は、非バーストモードとバーストモードをサポートしま

す。非バーストモードの場合、Extended Register Write/Read、Extended 

Register Write/Read Long操作では、一度に 1つのバイトデータのみを読み

出し書き込みできます。バーストモードの場合、Extended Register 

Write/Read では毎回最大 16バイトを送信でき、Extended Register 

Write/Read Long操作では毎回最大 8バイトを送信できます。また、バース

トモードと比較して、非バーストモードはより少ないリソースを使用します。 

3.1 ポートの説明 

RFFE Master IP の IOポートを図 3-1と図 3-2に示します。 

図 3-1非バーストモード 

i_rst

i_clk

i_cmd_start

i_style

i_slave_addr

i_reg_addr

i_reg_data

o_reg_data_valid

o_reg_data

o_reg_data_error

o_busy

o_sclk

io_sdata

o_vio
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図 3-2バーストモード 

i_rst

i_clk

i_cmd_start

i_style

i_slave_addr

i_reg_addr

i_byte_count

o_busy

o_sclk

io_sdata

o_vio

i_reg_data_valid

i_reg_data_index

i_reg_data

o_reg_data_valid

o_reg_data_last
o_reg_data_index

o_reg_data
o_reg_data_error

 

RFFE Master IPの IOポートの詳細を表 3-1に示します。 

表 3-1 IOポートの詳細 

信号 方向 
ビ ッ ト

幅 
説明 

i_rst 入力 1 同期リセット、アクティブHigh 

i_clk 入力 1 動作クロック 

i_cmd_start 入力 1 コマンド送信開始インジケータ、アクティブHigh。

command sequenceは、o_busyがlowでi_cmd_startがhigh

の場合にのみ送信できます。 

o_busy 出力 1 command sequenceが送信されていることを示します 

i_style 入力 3 コマンドタイプ。i_cmd_startがHighの場合に有効です。 

0：Register Write、レジスタアドレス0~31。 

1：Register Read、レジスタアドレス0~31。 

2：Extended Register Write、レジスタアドレス0~255。 

3：Extended Register Read、レジスタアドレス0~255。 

4：Extended Register Write Long、レジスタアドレス

0~65535。 

5：Extended Register Read Long、レジスタアドレス

0~65535。 

6：Register 0 Write、レジスタアドレス0。 

7：reserved。無効を意味します。i_cmd_startがHighの場合

でも、応答しません。 

i_slave_addr 入力 4 スレーブデバイスIDアドレス。i_cmd_startがHighの場合に
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信号 方向 
ビ ッ ト

幅 
説明 

有効です。 

i_reg_addr 入力 16 スレーブデバイスのレジスタアドレス。i_cmd_startがHigh

の場合に有効です。 

Register Write& Register Read：下位5ビットのみが有効で

す。 

Extended Register Write& Extended Register Read：下位8

ビットのみが有効です。 

Extended Register Write Long& Extended Register Read 

Long：16ビットが全部有効です。 

Register 0 Write：16ビットが全部無効です。 

バーストモード（Burst Setting in Masterをチェックした場合に有効） 

i_byte_count 入力 4 アクセスされるバイトの数。i_cmd_startがHighの場合に有

効です。 

Extended Register Write & Extended Register Read：4ビッ

トが全部有効であるため、最大16バイトをサポートします。 

Extended Register Write Long & Extended Register Read 

Long：3ビットが有効であるため、最大8バイトをサポート

します。 

その他のコマンドの場合：この信号を無視します。 

i_reg_data_valid 入力 1 IPの内部RAMに書き込まれるバイトデータ有効インジケー

タ。i_cmd_startがHighになる前にデータがRAMに書き込ま

れている必要があります。 

i_reg_data_index 入力 4 IPの内部RAMに書き込まれるバイトデータのアドレス。値

は0〜15です。現在のコマンドがExtended Register Write 

Longの場合、IPはRAMのアドレス0〜7のデータのみを送信

します。 

o_reg_data_valid 出力 1 バイトデータ読み出し有効インジケータ、アクティブHigh。 

o_reg_data_last 出力 1 最後に読み出されたバイト有効インジケータ、アクティブ

High。 

o_reg_data_index 出力 4 インデックス番号。値は0〜15で、読み出されたバイトデー

タの番号を表します。 

o_reg_data 出力 8 読み出されたスレーブデバイスのレジスタデータ 

o_reg_data_error 出力 1 読み出されたデータにパリティエラーがあるかを判断しま

す。ある場合は1です。Extended Readの場合、1バイトの

パリティエラーがある限り、この信号はHighにプルアップ

されます。 
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信号 方向 
ビ ッ ト

幅 
説明 

非バーストモード（Burst Setting in Masterをチェックしない場合に有効） 

i_reg_data 入力 8 書き込まれたバイトデータ。i_cmd_startがHighの場合に有

効です。 

o_reg_data_valid 出力 1 バイトデータ読み出し有効インジケータ、アクティブHigh。 

o_reg_data 出力 8 読み出されたレジスタデータ 

o_reg_data_error 出力 1 読み出されたデータにパリティエラーがあるかを判断しま

す。ある場合は1です。 

RFFE物理層インターフェース 

o_vio 出力 1 スレーブデバイスのRFFEインターフェースの電源電圧。IP

がリセットされたときにのみLowにプルダウンされます。 

o_sclk 出力 1 シリアルクロック。出力シリアルクロックはRffe Clock 

Settingの値によって決定されます。出力周波数はi_clkの周

波数をRffe Clock Rate Settingで割ったものです。Rffe 

Clock Rate Settingは偶数のみをサポートします。 

io_sdata 双方向 1 シリアルデータ 

3.2 タイミングの説明 

非バーストモードでの書き込みを図 3-3に示します。 

図 3-3非バーストモードでの書き込み 

 

 

i_cmd_startが Highで o_busyが Lowの場合にのみ、現在の command 

sequence が有効であり、i_style、i_slave_addr、i_reg_addr、i_reg_data は

内部でサンプリングできます。ここで、i_slave_addrはアクセスされるスレ

ーブデバイス IDのに対応し、i_reg_addrはアクセスされるレジスタアドレ

スに対応し、i_reg_data は書き込まれるデータに対応します。 

非バーストモードでの読み出しを図 3-4に示します。 



3 RFFE Master 3.2 タイミングの説明 

 

IPUG785-1.0J 19(25) 

 

図 3-4非バーストモードでの読み出し 

 

 

i_cmd_startが Highで o_busyが Lowの場合にのみ、現在の command 

sequence が有効であり、i_style、i_slave_addr、i_reg_addr、i_reg_data は

内部でサンプリングできます。ここで、i_slave_addrはアクセスされるスレ

ーブデバイス IDのに対応し、i_reg_addrはアクセスされるレジスタアドレ

スに対応し、i_reg_data は読み出されるデータに対応します。 

バーストモードでの書き込みを図 3-5に示します。 

図 3-5バーストモードでの書き込み 

 

バーストモードの書き込み操作では、command sequence が有効になる

前に（つまり i_cmd_startが Highで o_busyが Low）、送信するデータを内

部 RAMに書き込む必要があります。i_reg_data_indexは内部 RAMのアド

レスに対応します。command sequence が有効になった時、コマンドに従

って内部 RAMのデータを読み出して送信します。図 3-5に示されているよ

うに、コマンドが有効になる前に、1バイトのデータを内部 RAMのアドレ

ス 0に書き込む必要があります。コマンドが有効になると、現在のコマン

ドに従って内部 RAM をアドレス指定してデータを送信します。たとえば、

Register 0 Write と Register Write の場合、コマンドが有効になる前に、1

バイトのデータを内部 RAMアドレス 0に書き込み、コマンドが有効になっ

た後、Register 0 Write と Register Write が 1バイトのデータを送信するた

め、アドレス RAM内のアドレス 0のデータを送信します。Extended Write、

Extended Write Longの場合、コマンドが有効になる前に、送信されるデー



3 RFFE Master 3.3 リソース使用率 

 

IPUG785-1.0J 20(25) 

 

タは内部 RAMに書き込まれます。コマンドが有効になった後、現在の

i_byte_count に従って内部 RAM内のデータを読み出して送信します。 

バーストモードでの読み出しを図 3-6に示します。 

図 3-6バーストモードでの読み出し 

 

 

バーストモードの読み出し操作では、command sequence が有効な場合、

スレーブデバイスの対応するレジスタデータがコマンドに従って読み出さ

れます。Register Readは一度に 1つのバイトデータのみを読み出し、

Extended Read はスレーブデバイスの連続レジスタアドレスの 1〜16バイ

トデータにアクセスでき、Extended Read Longはスレーブデバイスの連続

レジスタアドレスの 1〜8バイトデータにアクセスできます。 

3.3 リソース使用率 

表 3-2 RFFE Master IPのリソース使用率 

シリーズ モード デバイス名 リソース使用率 備考 

GW2A 

非バースト

モード 

Register 169 

– 

LUT 160 

ALU 6 

DSP 0 

BSRAM 0 

バーストモ

ード 

Register 232 

LUT 204 

ALU 12 

DSP 0 

BSRAM 1 



4 RFFE Slave 4.1 ポートの説明 

 

IPUG785-1.0J 21(25) 

 

4RFFE Slave  

RFFE Slave IPには、書き込みインターフェースと読み出しインターフェ

ースが含まれています。その中で、書き込みインターフェースでは、マスタ

ーがスレーブにレジスタデータを書き込み、読み出しインターフェースでは、

マスターがスレーブからレジスタデータを読み出します。 

注記： 

読み出しインターフェースは、チェックまたはチェックを外すことができます。チェック

を外すと、対応する Slave IPリソースを削減できます。 

4.1 ポートの説明 

RFFE Slave IP の IOポートの詳細を表 4-1に示します。 

表 4-1 IOポートの詳細 

信号 方向 ビット幅 説明 

i_clk 入力 1 動作クロック。i_sclkの周波数の少なくとも4倍で

ある必要があります。 

i_slave_addr 入力 4 スレーブデバイスID 

o_cmd_err 出力 1 コマンドフレームのパリティエラーのインジケー

タ。Highはパリティエラーありを意味します。 

RFFE物理層インターフェース 

i_vio 入力 1 スレーブデバイスのイネーブル。Lowの場合、IP

は動作しません。 

i_sclk 入力 1 Serial clk 

io_sdata 双方向 1 シリアルデータ 

読み出しインターフェース（Read Support in Slaveをチェックした場合に有効） 

o_rd_en 出力 1 読み出しイネーブル信号、アクティブHigh。 

o_rd_addr 出力 16 読み出しレジスタアドレス。o_rd_enを使用して、
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信号 方向 ビット幅 説明 

この信号が有効かどうかを示します。 

i_rd_data 入力 8 レジスタアドレスから返されたデータ。o_rd_enが

Highになった時の次のクロックサイクルでデータ

バスに入れる必要があります。 

o_rd_addr_frame_err 出力 2 読み出しの際、アドレスフレームのパリティエラ

ーのインジケータ。Highはパリティエラーありを

意味します。 

書き込みインターフェース 

o_wr_en 入力 1 書き込みイネーブル信号、アクティブHigh。 

o_wr_addr 出力 16 書き込みレジスタアドレス。o_wr_enを使用して、

この信号が有効かどうかを示します。 

o_wr_data 出力 8 書き込みレジスタデータ。o_wr_enを使用して、こ

の信号が有効かどうかを示します。 

o_wr_data_err 出力 1 レジスタデータのパリティエラーのインジケー

タ。Highはパリティエラーありを意味します。 

o_wr_addr_frame_err 出力 2 書き込みの際、アドレスフレームのパリティエラ

ーのインジケータ。Highはパリティエラーありを

意味します。 

4.2 タイミングの説明 

スレーブの書き込みタイミングを図 4-1に示します。 

図 4-1スレーブの書き込みタイミング 

 

 

スレーブの読み出しタイミングを図 4-2に示します。 

図 4-2スレーブの読み出しタイミング 
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読み出し操作では、読み出しデータの内容を一定期間変更しないようにす

る必要があることに注意してください。次の読み出し操作まで保持すること

をお勧めします。 

4.3 リソース使用率 

表 4-2 RFFE Slave IPのリソース使用率 

シリーズ 
モード デバイス

名 
リソース使用率 備考 

GW1N 

Only Write 

Registers 144 

– 

LUT 140 

ALU 8 

DSP 0 

BSRAM 0 

Write & Read 

Registers 230 

LUT 258 

ALU 32 

DSP 0 

BSRAM 0 
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5RFFE IPの構成の説明 

IPの構成には、主に 4つのオプションが含まれます。 

図 5-1 Gowin RFFE IPの構成 GUI 

 

 

 Master or Slave：マスターデバイスまたはスレーブデバイスを選択しま

す。 



5 RFFE IPの構成の説明  

 

IPUG785-1.0J 25(25) 

 

 Burst Setting in Master：チェックすると、マスターバーストモードにな

り、毎回 1〜16バイトにアクセスできます。チェックしないと、毎回 1

バイトしかアクセスできません。 

 Rffe Clock Rate Setting：偶数のみをサポートします。RFFEのシリアル

クロック sclkの周波数を構成するために使用されます。その周波数は、

IPシステムクロックの周波数をRffe Clock Rate Settingで割った値です。 

 Read Support in Slave：チェックすると、マスターデバイスがスレーブ

デバイスを読み出すことをサポートします。チェックしないと、スレー

ブに対しては書き込みのみを実行できます。 
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